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学
習
指
導
要
領
の
改
訂
に
伴
う
移
行
措
置
の
概
要

1　

移
行
措
置
期
間
に
お
け
る
基
本
方
針

　

○�

平
成
20
年
度
中
に
周
知
徹
底
を
図
り
、
平
成
21
年
度
か
ら
可 

能
な
も
の
は
先
行
し
て
実
施
。

　

○�

移
行
措
置
期
間
中
に
、
教
科
書
の
編
集
・
検
定
・
採
択
を
行
い
、

小
学
校
は
平
成
23
年
度
か
ら
、
中
学
校
は
平
成
24
年
度
か
ら
新

し
い
学
習
指
導
要
領
を
全
面
実
施
。

2　

総
則
や
道
徳
等
は
直
ち
に
先
行
実
施

　

○�

直
ち
に
実
施
可
能
な
、
学
習
指
導
要
領
の
総
則
や
、
道
徳
、
総

合
的
な
学
習
の
時
間
、
特
別
活
動
に
つ
い
て
は
、
平
成
21
年
度

か
ら
新
し
い
学
習
指
導
要
領
の
規
定
を
先
行
実
施
。

3　

算
数
・
数
学
及
び
理
科
は
教
材
を
整
備
し
て
先
行
実
施

　

○�

算
数
・
数
学
及
び
理
科
に
つ
い
て
は
、
新
課
程
に
円
滑
に
移
行

で
き
る
よ
う
、
移
行
措
置
期
間
中
か
ら
、
新
課
程
の
内
容
の
一

部
を
前
倒
し
し
て
実
施
。（
授
業
時
数
の
増
加
も
前
倒
し
実
施
）

　

○�

こ
れ
に
伴
い
、
小
学
校
で
は
、
総
授
業
時
数
を
各
学
年
で
週
１

コ
マ
増
加
。（
中
学
校
は
、
選
択
教
科
等
の
授
業
時
数
を
削
減

す
る
た
め
、
総
授
業
時
数
は
変
更
な
し
）

　

○�

新
課
程
の
前
倒
し
に
伴
い
、
現
在
の
教
科
書
に
は
記
載
が
な
い

事
項
を
指
導
す
る
際
に
必
要
と
な
る
教
材
に
つ
い
て
は
、
国
の

責
任
に
お
い
て
作
成
・
配
布
。（
具
体
的
方
策
は
検
討
中
）

4　

他
の
各
教
科
等
（
学
校
の
判
断
で
先
行
実
施
）

　
（
1
）
各
教
科
（
算
数
・
数
学
及
び
理
科
を
除
く
）

　

○�

各
教
科
（
算
数
・
数
学
及
び
理
科
を
除
く
）
は
、
学
校
の
判
断

に
よ
り
、
新
学
習
指
導
要
領
に
よ
る
こ
と
も
可
能
と
す
る
。

　

○
但
し
、
以
下
の
も
の
に
つ
い
て
は
、
全
て
の
学
校
で
先
行
実
施

　
　

・�

地
図
帳
で
指
導
可
能
な
「
47
都
道
府
県
の
名
称
と
位
置
」
等

の
指
導
（
小
学
校
）

　
　

・�

音
楽
の
共
通
歌
唱
教
材
と
し
て
指
導
す
る
曲
数
の
充
実
等

（
小
・
中
学
校
）

　
　

・
体
育
の
授
業
時
数
の
増
加
（
小
学
校
低
学
年
）

　
（
2
）
小
学
校
に
お
け
る
外
国
語
活
動

　

○�

第
5
・
6
学
年
に
お
け
る
外
国
語
活
動
は
、
各
学
校
の
裁
量
に

よ
り
授
業
時
数
を
定
め
て
実
施
す
る
こ
と
が
可
能
。（
各
学
年

で
週
1
コ
マ
ま
で
は
、
総
合
的
な
学
習
の
時
間
の
授
業
時
数
を

充
て
る
こ
と
が
可
能
）

は
じ
め
に

１　

移
行
措
置
に
つ
い
て



�	�

　

平
成
二
十
年
三
月
、
新
し
い
小
学
校
学
習
指
導
要
領
が
告
示
さ
れ
ま

し
た
。
新
学
習
指
導
要
領
は
、
平
成
二
十
三
年
度
よ
り
全
面
実
施
と
な

り
ま
す
。
文
部
科
学
省
は
二
十
年
六
月
、
右
の
よ
う
な
「
学
習
指
導
要

領
の
改
訂
に
伴
う
移
行
措
置
の
概
要
」
を
発
表
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、「
学
校
教
育
法
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
案
」
の

「
2　

平
成
21
年
4
月
1
日
か
ら
平
成
23
年
3
月
31
日
ま
で
の
間
に
お

け
る
小
学
校
学
習
指
導
要
領
の
特
例
を
定
め
る
告
示
案
」
と
し
て
、
国

語
に
つ
い
て
は
、
以
下
の
二
点
が
示
さ
れ
ま
し
た
。

　　

○
新
小
学
校
学
習
指
導
要
領
に
よ
る
こ
と
も
で
き
る
も
の
と
す
る
。

　

○�

現
行
学
習
指
導
要
領
（
平
成
10
年
文
部
省
告
示
第
1
7
5
号
を
い

う
。
以
下
同
じ
。）
に
よ
る
場
合
に
は
、
平
成
22
年
度
の
第
3
学

年
の
国
語
の
指
導
に
当
た
っ
て
は
、
新
学
習
指
導
要
領
第
2
章
第

1
節
第
2
の
〔
第
3
学
年
及
び
第
4
学
年
〕
の
2
〔
伝
統
的
な
言

語
文
化
と
国
語
の
特
質
に
関
す
る
事
項
〕（
1
）
ウ
（
ア
）
に
規

定
す
る
事
項
（
ロ
ー
マ
字
）
を
加
え
る
も
の
と
す
る
。

　

以
上
の
こ
と
か
ら
国
語
科
に
関
し
て
は
、
右
の
よ
う
に
平
成
二
十
二

年
度
の
第
3
学
年
で
ロ
ー
マ
字
を
指
導
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
ほ
か
は
、

「
学
校
の
判
断
」
に
委
ね
ら
れ
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
光
村
図
書
で
は
、
現
行
の
教
科
書
を
使
用
し
な
が
ら
、
新

学
習
指
導
要
領
に
よ
る
授
業
を
実
施
さ
れ
る
場
合
に
備
え
、
次
の
い
く

つ
か
の
資
料
を
作
成
し
ま
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
資
料
は
、
次
の
内
容
か

ら
成
っ
て
い
ま
す
。
合
わ
せ
て
ご
活
用
い
た
だ
け
れ
ば
と
考
え
ま
す
。

○
移
行
期
の
年
間
計
画
（
同
封
表
面
）

　
　
　

�　

現
行
の
教
科
書
を
用
い
な
が
ら
、
最
低
限
の
変
更
が
必
要
あ

る
い
は
可
能
な
内
容
に
つ
い
て
提
案
し
て
い
ま
す
。

○
学
習
指
導
要
領
新
旧
対
照
表
（
同
封
裏
面
）

　
　
　

�　

三
つ
の
欄
か
ら
成
り
ま
す
。
中
央
に
「
新
学
習
指
導
要
領
」

を
お
き
ま
し
た
。
左
欄
は
「
現
行
学
習
指
導
要
領
」
で
、
新
旧

が
対
比
で
き
る
よ
う
に
配
し
て
い
ま
す
。
右
欄
は
「
備
考
」
と

し
て
新
学
習
指
導
要
領
の
特
徴
的
な
こ
と
や
、
新
旧
の
関
係
な

ど
を
簡
潔
に
記
し
ま
し
た
。

○
移
行
措
置
資
料
（
本
書
）

　
　
　

�　

右
の
「
移
行
期
の
年
間
計
画
」
で
新
し
い
方
向
の
授
業
を
提

案
し
た
単
元
・
教
材
に
つ
い
て
、
そ
の
指
導
の
留
意
点
な
ど
の

詳
細
を
記
し
ま
し
た
。
必
要
に
応
じ
て
、
補
充
す
べ
き
学
習
材

そ
の
も
の
も
例
と
し
て
収
載
し
て
い
ま
す
。
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新
学
習
指
導
要
領
の
特
徴
に
つ
い
て

１　

全
体
像

　

今
回
の
改
訂
に
つ
い
て
、
文
部
科
学
省
は
次
の
よ
う
に
説
明
し
て
い

ま
す
。

　

現
代
お
よ
び
将
来
は
「
知
識
基
盤
社
会
」
と
規
定
す
る
こ
と
が

で
き
、
そ
こ
に
お
い
て
求
め
ら
れ
る
の
は
、

　
　

○
課
題
を
見
い
だ
し
解
決
す
る
力

　
　

○
知
識
・
技
能
の
更
新
の
た
め
の
生
涯
に
わ
た
る
学
習

　
　

○
他
者
や
社
会
、
自
然
や
環
境
と
と
も
に
生
き
る
こ
と
な
ど

で
あ
る
。
こ
れ
こ
そ
が
「
生
き
る
力
」（
平
成
10
年
告
示
学
習
指

導
要
領
の
ね
ら
い
）
で
あ
り
、
こ
れ
は
、
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
が
知
識
基
盤

社
会
に
必
要
な
能
力
と
し
て
定
義
し
た
「
主
要
能
力
（
キ
ー
コ
ン

ピ
テ
ン
シ
ー
）」
を
先
取
り
し
た
考
え
方
で
あ
っ
た
。

　

し
た
が
っ
て
、
今
回
の
学
習
指
導
要
領
に
お
い
て
も
、
そ
の
ね

ら
い
を
継
続
す
る
も
の
で
あ
る
。

　
　

→
「
目
標
」
の
継
続

　

い
っ
ぽ
う
、
こ
の
10
年
間
を
顧
み
る
と
、「
生
き
る
力
」
の
理

念
の
実
現
に
お
い
て
い
く
つ
か
の
課
題
が
あ
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。

ま
た
、
教
育
基
本
法
・
学
校
教
育
法
な
ど
の
改
正
を
踏
ま
え
、
理

念
が
よ
り
よ
く
実
現
す
る
た
め
に
、
そ
の
具
体
的
な
手
立
て
を
確

立
す
る
観
点
か
ら
学
習
指
導
要
領
を
改
訂
す
る
も
の
で
あ
る
。　

　
　

→
教
育
課
程
の
枠
組
み
の
改
善
→
授
業
時
数
の
増
加
な
ど

　
　

→
教
育
内
容
の
改
善

　

そ
し
て
、
教
育
内
容
の
改
善
の
ポ
イ
ン
ト
と
し
て
次
の
各
項
が
挙
げ

ら
れ
て
い
ま
す
。

　

□
言
語
活
動
の
充
実　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

□
理
数
教
育
の
充
実

　

□
伝
統
や
文
化
に
関
す
る
教
育
の
充
実　
　
　

　

□
道
徳
教
育
の
充
実

　

□
体
験
活
動
の
充
実　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

□
小
学
校
段
階
に
お
け
る
外
国
語
活
動

　

□�

社
会
の
変
化
へ
の
対
応
か
ら
教
科
等
を
横
断
し
て
改
善
す
べ
き
事

項
（
情
報
教
育
・
環
境
教
育
・
も
の
づ
く
り
・
キ
ャ
リ
ア
教
育
・

食
育
・
安
全
教
育
・
心
身
の
成
長
発
達
に
つ
い
て
の
正
し
い
理
解
）

　

以
上
の
こ
と
か
ら
、
小
学
校
全
体
で
350
時
間
程
度
授
業
時
数
が
増
え

た
り
、
5
・
6
年
に
英
語
活
動
が
導
入
さ
れ
た
り
し
ま
し
た
。
こ
こ
で

示
さ
れ
た
考
え
方
は
、
各
教
科
の
改
訂
内
容
に
も
確
実
に
反
映
さ
れ
て

い
ま
す
。
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2　

小
学
校
「
国
語
科
」

　

小
学
校
「
国
語
科
」
改
訂
の
ポ
イ
ン
ト
に
つ
い
て
、
文
部
科
学
省
は

次
の
よ
う
に
説
明
し
て
い
ま
す
。

　

日
常
生
活
で
生
き
て
は
た
ら
き
、
各
教
科
等
の
基
本
と
も
な
る

基
礎
的
な
国
語
の
能
力
を
身
に
付
け
る
こ
と
、
我
が
国
の
言
語
文

化
を
享
受
し
継
承
・
発
展
さ
せ
る
態
度
を
育
て
る
こ
と
に
重
点
を

置
い
て
内
容
を
改
善
。

　

右
の
考
え
方
の
も
と
、
内
容
の
構
成
に
つ
い
て
は
、
次
の
よ
う
に
変

更
に
な
り
ま
し
た
。

　

①�

「
話
す
こ
と
・
聞
く
こ
と
」「
書
く
こ
と
」「
読
む
こ
と
」
の
三
領

域
は
継
続
し
な
が
ら
、
言
語
活
動
の
プ
ロ
セ
ス
を
明
確
に
し
て
指

導
事
項
を
配
列
。（
注
1
）

　

②�

各
領
域
の
能
力
が
確
実
に
身
に
付
く
よ
う
、
記
録
、
報
告
、
解
説

な
ど
の
言
語
活
動
例
を
「
内
容
の
取
扱
い
」
か
ら
「
領
域
の
内

容
」
に
移
行
し
、
よ
り
具
体
的
に
。

　

③�

現
行
の
〔
言
語
事
項
〕
を
伝
統
的
な
言
語
文
化
、
言
葉
の
特
徴
や

き
ま
り
、
文
字
、
書
写
か
ら
構
成
さ
れ
る
〔
伝
統
的
な
言
語
文
化

と
国
語
の
特
質
に
関
す
る
事
項
〕
に
。（
注
2
）

　

注
1�

「
書
く
こ
と
」
の
指
導
事
項
は
、「
話
題
・
取
材
、
構
成
、
記

述
、
推
敲
、
交
流
」
と
い
う
活
動
順
で
あ
り
、
他
領
域
も
同
様

の
考
え
方
で
並
ん
だ
。
中
学
校
も
同
様
で
あ
る
。

　

注
2�

〔
言
語
事
項
〕
の
一
部
は
、
各
領
域
の
指
導
事
項
と
し
て
配
分

さ
れ
た
。

小
中
学
校
国
語
科
・
学
習
指
導
要
領
改
訂
イ
メ
ー
ジ
（
文
部
科
学
省
よ
り
）

［三領域一事項］

現行学習指導要領 新学習指導要領

（1）指導事項 （2）言語活動例

話すこと・聞くこと

書くこと

読むこと

話すこと・聞くこと

書くこと

読むこと

言語事項

言語活動例（内容の取扱い）

伝統的な言語文化と
国語の特質に関する事項



�

３　

新
学
習
指
導
要
領
の
内
容
と
移
行
期
の
指
導

低
学
年

　

時
間
数
35
時
間
増
。
指
導
内
容
に
大
き
な
変
更
は
な
し
。

　

年
間
35
時
間
増
で
、
週
当
た
り
9
時
間
の
授
業
時
数
と
な
り
ま
す
。

35
時
間
の
内
訳
は
、「
話
す
こ
と
・
聞
く
こ
と
」
5
時
間
増
、「
書
く
こ

と
」
10
時
間
増
、「
読
む
こ
と
」〔
伝
統
的
な
言
語
文
化
と
国
語
の
特
質

に
関
す
る
事
項
〕（「
書
写
」
も
含
む
）
を
合
わ
せ
て
20
時
間
増
で
す
。

　

低
学
年
の
指
導
内
容
を
み
る
と
、
新
た
な
内
容
が
加
わ
っ
た
と
い
う

も
の
は
あ
り
ま
せ
ん
。
時
間
数
を
増
や
し
た
の
は
、「
繰
り
返
し
に
よ

る
基
礎
・
基
本
の
定
着
」（
中
教
審
）
が
目
指
さ
れ
て
い
る
も
の
と
考

え
ら
れ
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
小
社
で
は
、
別
添
「
移
行
期
の
年
間
計
画
1
年
」
に
お
い

て
、
時
間
数
だ
け
を
増
や
す
提
案
を
し
て
い
る
箇
所
が
あ
り
ま
す
。
こ

こ
で
は
、「
話
を
終
わ
り
ま
で
聞
く
」「
相
手
を
見
て
話
す
」「
文
字
を

正
し
く
書
く
」「
一
定
の
速
さ
で
書
く
」「
主
語
と
述
語
を
対
応
さ
せ
て

書
く
」「『
は
・
を
・
へ
』
な
ど
の
助
詞
を
正
し
く
書
く
」「
あ
る
程
度

の
長
さ
の
文
章
を
、
ほ
ぼ
間
違
え
ず
に
読
む
」「
語
の
ま
と
ま
り
で
読

む
」「
一
定
の
速
さ
で
読
む
」
な
ど
の
、
い
わ
ば
基
礎
体
力
と
い
う
べ

き
も
の
が
つ
く
よ
う
、
指
導
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
考
え
ま
し
た
。

　

本
書
で
特
に
取
り
上
げ
た
の
は
、
新
学
習
指
導
要
領
で
要
求
さ
れ
て

い
る
次
の
事
項
で
す
。
こ
れ
ら
は
、
ふ
だ
ん
の
授
業
の
中
で
行
わ
れ
て

い
る
こ
と
で
は
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
か
ら
は
、
そ
の
「
力
」
を
つ
け
る

こ
と
を
意
識
し
た
授
業
が
望
ま
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

○
「
話
す
こ
と
・
聞
く
こ
と
」

　
（
2
）
イ�

「
尋
ね
た
り
応
答
し
た
り
、グ
ル
ー
プ
で
話
し
合
っ
て
考
え
を
一

つ
に
ま
と
め
た
り
す
る
こ
と
。」

　

○
「
書
く
こ
と
」

　
（
1
）
オ�

「
書
い
た
も
の
を
読
み
合
い
、よ
い
と
こ
ろ
を
見
付
け
て
感
想
を

伝
え
合
う
こ
と
。」

　

○
「
読
む
こ
と
」

　
（
1
）
エ
「
文
章
の
中
の
大
事
な
言
葉
や
文
を
書
き
抜
く
こ
と
。」

　
　
　

オ�

「
文
章
の
内
容
と
自
分
の
経
験
と
を
結
び
付
け
て
、自
分
の
思
い

や
考
え
を
ま
と
め
、
発
表
し
合
う
こ
と
。」

中
学
年

　

�

ロ
ー
マ
字
の
指
導
が
第
３
学
年
に
。
伝
統
的
な
言
語
文
化
と
し
て
短

歌
・
俳
句
の
音
読
や
こ
と
わ
ざ
な
ど
に
ふ
れ
る
こ
と
。

　

4
ペ
ー
ジ
に
記
し
た
文
部
科
学
省
の
告
示
に
も
あ
る
よ
う
に
、
ロ
ー

マ
字
の
学
年
指
定
が
変
更
と
な
り
ま
し
た
。
平
成
22
年
度
の
3
年
生
に

つ
い
て
は
、
必
ず
指
導
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
注
意
が
必
要
で
す
。

時
間
数
に
変
更
は
な
く
、
微
調
整
を
し
て
週
当
た
り
７
時
間
に
な
り
ま

し
た
。

　

指
導
内
容
に
関
し
て
は
、
低
学
年
同
様
、
現
行
の
授
業
で
も
行
わ
れ

て
い
た
も
の
が
ほ
と
ん
ど
で
す
。
た
だ
し
、
今
後
は
「
力
」
と
し
て
身

に
つ
け
さ
せ
る
よ
う
に
意
図
的
計
画
的
に
指
導
し
、
評
価
す
る
こ
と
と



�	�

な
り
ま
す
。

　

本
書
に
お
い
て
は
特
に
次
の
事
項
を
中
心
に
取
り
上
げ
ま
し
た
。

　

○
「
話
す
こ
と
・
聞
く
こ
と
」

　
（
2
）
イ�

「
学
級
全
体
で
話
し
合
っ
て
考
え
を
ま
と
め
た
り
、意
見
を
述
べ

合
っ
た
り
す
る
こ
と
。」

　
　
　

ウ�
「
図
表
や
絵
、写
真
な
ど
か
ら
読
み
取
っ
た
こ
と
を
基
に
話
し
た

り
、
聞
い
た
り
す
る
こ
と
。」

　

○
「
書
く
こ
と
」

　
（
1
）
オ�

「
書
い
た
も
の
を
発
表
し
合
い
、書
き
手
の
考
え
の
明
確
さ
な
ど

に
つ
い
て
意
見
を
述
べ
合
う
こ
と
。」

　
（
2
）
エ�

「
目
的
に
合
わ
せ
て
依
頼
状
、
案
内
状
、
礼
状
な
ど
の
手
紙
を
書

く
こ
と
。」

　

○
「
読
む
こ
と
」

　
（
1
）
エ�

「
目
的
や
必
要
に
応
じ
て
、文
章
の
要
点
や
細
か
い
点
に
注
意
し

な
が
ら
読
み
、
文
章
な
ど
を
引
用
し
た
り
要
約
し
た
り
す
る
こ

と
。」

　

○
〔
伝
統
的
な
言
語
文
化
と
国
語
の
特
質
に
関
す
る
事
項
〕

　

ア
（
ア
）�「
易
し
い
文
語
調
の
短
歌
や
俳
句
に
つ
い
て
、
情
景
を
思
い
浮

か
べ
た
り
、
リ
ズ
ム
を
感
じ
取
り
な
が
ら
音
読
や
暗
唱
を
し

た
り
す
る
こ
と
。」

　
　
　
（
イ
）�「
長
い
間
使
わ
れ
て
き
た
こ
と
わ
ざ
や
慣
用
句
、
故
事
成
語
な

ど
の
意
味
を
知
り
、
使
う
こ
と
。」

　

ウ
（
ア
）�「
第
3
学
年
に
お
い
て
は
、
日
常
使
わ
れ
て
い
る
簡
単
な
単
語

に
つ
い
て
、
ロ
ー
マ
字
で
表
記
さ
れ
た
も
の
を
読
み
、
ま
た
、

ロ
ー
マ
字
で
書
く
こ
と
。」

高
学
年

　

時
間
数
は
変
わ
ら
ず
、
新
規
事
項
が
い
く
つ
か
入
る
。

　

高
学
年
で
は
、
新
規
事
項
が
い
く
つ
か
目
立
ち
ま
す
。
た
だ
し
、
そ

の
う
ち
の
多
く
は
、
現
行
教
科
書
で
も
扱
っ
て
い
た
り
、
ふ
だ
ん
の
授

業
で
も
行
わ
れ
て
い
た
り
す
る
内
容
で
す
。
新
規
で
登
場
し
、
本
書
で

も
取
り
上
げ
た
う
ち
、
主
な
も
の
を
次
に
挙
げ
ま
す
。
時
間
数
が
増
え

な
い
の
で
難
し
い
面
も
あ
り
ま
す
が
、
新
た
な
指
導
内
容
が
実
現
で
き

る
よ
う
調
整
し
て
年
間
計
画
を
提
案
し
ま
し
た
。　

 

○
「
書
く
こ
と
」

　
（
1
）
エ�

「
引
用
し
た
り
、
図
表
や
グ
ラ
フ
な
ど
を
用
い
た
り
し
て
、
自
分

の
考
え
が
伝
わ
る
よ
う
に
書
く
こ
と
。」

　
　
　

カ�

「
書
い
た
も
の
を
発
表
し
合
い
、表
現
の
仕
方
に
着
目
し
て
助
言

し
合
う
こ
と
。」

　
（
2
）
ア�

「
経
験
し
た
こ
と
、
想
像
し
た
こ
と
な
ど
を
基
に
、
詩
や
短
歌
、

俳
句
を
作
っ
た
り
、物
語
や
随
筆
な
ど
を
書
い
た
り
す
る
こ
と
。」

　

○
「
読
む
こ
と
」

　
（
2
）
ア�

「
伝
記
を
読
み
、
自
分
の
生
き
方
に
つ
い
て
考
え
る
こ
と
。」

　
　
　

ウ�

「
編
集
の
仕
方
や
記
事
の
書
き
方
に
注
意
し
て
新
聞
を
読
む
こ
と
。」

　

○
〔
伝
統
的
な
言
語
文
化
と
国
語
の
特
質
に
関
す
る
事
項
〕

　

ア
（
ア
）�「
親
し
み
や
す
い
古
文
や
漢
文
、
近
代
以
降
の
文
語
調
の
文
章

に
つ
い
て
、
内
容
の
大
体
を
知
り
、
音
読
す
る
こ
と
。」

　
　
　
（
イ
）�「
古
典
に
つ
い
て
解
説
し
た
文
章
を
読
み
、
昔
の
人
の
も
の
の

見
方
や
感
じ
方
を
知
る
こ
と
。」

　

イ
（
ケ
）「
比
喩
や
反
復
な
ど
の
表
現
の
工
夫
に
気
付
く
こ
と
。」
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本
書
の
内
容
と
構
成

１　

本
書
で
扱
っ
て
い
る
単
元
・
教
材

　

前
ペ
ー
ジ
ま
で
の
「
は
じ
め
に
」
に
記
し
た
考
え
方
の
も
と
、
本
書
で
は
大
き
く
分
け
て
次
の
二
つ
の
パ
タ
ー
ン
の
提
案
を
し
て
い
ま
す
。

　

①
現
行
教
科
書
の
単
元
・
教
材
の
扱
い
に
、
新
し
い
学
習
活
動
・
指
導
内
容
を
組
み
込
む
提
案

　
　

�　

ほ
と
ん
ど
が
こ
の
パ
タ
ー
ン
に
な
り
ま
す
。
た
だ
し
、
新
規
事
項
の
中
に
は
「
交
流
」
な
ど
ど
こ
で
も
実
施
可
能
な
内
容
も
あ
り
ま
す
。
本
書
に
お
い

て
は
、
小
社
が
適
切
と
思
う
と
こ
ろ
で
提
案
し
て
い
ま
す
が
、
そ
こ
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

②
現
行
教
科
書
に
な
い
材
料
を
用
い
て
、
新
た
な
学
習
を
展
開
す
る
提
案

　
　

�　

こ
の
場
合
、
材
料
の
多
く
は
教
科
書
巻
末
の
「
言
葉
の
森
」（
資
料
及
び
発
展
教
材
）
に
あ
る
も
の
を
用
い
て
い
ま
す
。
ま
た
、
第
3
学
年
「
ロ
ー
マ

字
」
を
は
じ
め
と
す
る
い
く
つ
か
に
つ
い
て
は
、
本
書
中
に
学
習
材
の
例
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
別
添
の
学
年
別
「
移
行
期
の
年
間
指
導
計
画
」
で
は
、
右
の
①
②
の
ほ
か
、
単
元
・
教
材
の
配
当
時
数
の
み
変
更
す
る
提
案
な
ど
も
し
て
い
ま
す
。

主
と
し
て
次
の
よ
う
な
場
合
で
す
が
、
そ
れ
ら
は
本
書
で
は
扱
っ
て
い
ま
せ
ん
。

　

○
低
学
年
…
…
…
…
…�

指
導
時
数
増
に
あ
た
り
、
そ
の
全
て
を
新
た
な
指
導
事
項
に
充
て
る
の
で
な
く
、
現
行
の
単
元
・
教
材
の
配
当
時
数
を
増
や
す
こ
と

で
、
基
礎
的
・
基
本
的
事
項
の
習
得
が
よ
り
進
む
よ
う
に
意
図
し
た
も
の
。

　

○
中
学
年
以
上
…
…
…�

指
導
内
容
が
繰
り
下
が
る
な
ど
し
て
、
現
行
の
教
材
で
は
軽
く
扱
え
ば
よ
く
な
っ
た
も
の
な
ど
（
4
年
「
ロ
ー
マ
字
」、
5
年
「
依

頼
状
・
礼
状
」
な
ど
）。

２　

各
単
元
・
教
材
の
扱
い

　

本
書
で
は
、
取
り
上
げ
た
単
元
・
教
材
ご
と
に
、
次
の
各
要
素
を
示
し
ま
し
た
。

Ａ　

前
書
き
…
…
…
…
…�

単
元
・
教
材
の
目
標
・
身
に
つ
け
た
い
力
・
指
導
計
画
例
（
次
ご
と
の
評
価
規
準
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

�

前
項
で
述
べ
た
①
パ
タ
ー
ン
の
場
合
、
新
た
に
加
わ
っ
た
部
分
の
み
ゴ
チ
ッ
ク
体
で
示
し
て
い
ま
す
。
左
ペ
ー
ジ
の
例
で
は
、「
身

に
つ
け
た
い
力
」
で
［
話
・
聞
（
1
）
ウ
］
が
加
わ
り
、
そ
の
指
導
の
た
め
に
「
指
導
計
画
例
」
に
「
第
4
時
」
が
加
わ
っ
て
い
ま
す
。
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Ｂ　

指
導
の
展
開
例
…
…�

扱
っ
て
い
る
次
（
時
）
の
目
標
・
時
程
・
学
習
活
動
・
指
導
上
の
留
意
点
・
評
価
の
方
法
と
評
価
規
準

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

前
書
き
ペ
ー
ジ
（
Ａ
）
に
お
い
て
ゴ
チ
ッ
ク
体
で
示
し
た
時
程
に
つ
い
て
、
詳
し
く
記
し
て
い
ま
す
。

Ｃ　

資
料
…
…
…
…
…
必
要
に
応
じ
て
、
次
の
よ
う
な
資
料
を
付
し
ま
し
た
。

　
　

●
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
例

　
　
　
　

展
開
中
に
示
し
き
れ
な
か
っ
た
も
の
な
ど
を
別
に
付
し
ま
し
た
。

　
　

●
教
材
内
容
に
関
す
る
資
料

　
　
　
　

展
開
に
か
か
わ
り
、
教
材
解
説
や
参
考
文
献
な
ど
を
付
し
ま
し
た
。

　
　
　

�　

な
お
、「
言
葉
の
森
」
所
載
の
教
材
に
関
し
て
は
、
現
行
の
学
習

指
導
書
に
も
教
材
研
究
用
の
資
料
な
ど
の
記
載
が
あ
り
ま
す
。
ご
参

照
く
だ
さ
い
。

　
　

●
学
習
材
の
例

　
　
　

�　

第
3
学
年
用
の
ロ
ー
マ
字
教
材
な
ど
、
現
行
教
科
書
に
材
料
が
な

い
も
の
に
つ
い
て
、
参
考
と
な
る
文
章
例
な
ど
を
掲
載
し
ま
し
た
。

※
1　

�

本
書
は
、
現
行
の
学
習
指
導
書
「
補
遺
」
と
し
て
の
性
格
を
有
し
て

い
ま
す
。
変
更
部
分
以
外
は
、
従
来
の
と
お
り
現
行
指
導
書
の
記
載

が
有
効
で
あ
り
詳
細
で
す
。

※
2　

�

本
書
の
内
容
は
、
光
村
図
書
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
に
て
ご
覧
い
た
だ
く
こ

と
が
で
き
ま
す
。

13 みんなに　しらせたい　こと

指導の展開例

目
標

第

3
次
（
4
時
）

早
口
言
葉
を
唱
え
る
こ
と
で
、
聞
き
取
り
や
す
い
発
音
や
声
の
大
き
さ
を
意
識
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

楽
し
く
練
習
し
、
有
意
義
な
交
流
に
す
る
た
め
に

◦
た
だ
の
発
声
練
習
に
し
な
い
た
め
に
、
子
ど
も
た
ち
が
楽
し
め
る
早
口
言
葉
や
短
い
唱
え
歌
な
ど
を
用
意
し

て
お
く
。
個
人
差
へ
配
慮
す
る
た
め
、
今
ま
で
教
科
書
に
出
て
き
た
唱
え
歌
で
も
よ
い
こ
と
を
伝
え
て
お
く
。

〈
早
口
言
葉
〉

・
黄
パ
ジ
ャ
マ
、
茶
パ
ジ
ャ
マ
、
赤
パ
ジ
ャ
マ
。

・
生
麦
、
生
米
、
生
卵
。

・
坊
主
が
び
ょ
う
ぶ
に
上
手
に
坊
主
の
絵
を
か
い
た
。

・ 

親
が
め
親
が
も
め
子
が
も
め
が
、
メ
モ
を
め
ぐ
っ

て
大
も
め
。

発
表
の
際
の
注
意
点
を
確
認

◦
実
際
話
し
て
み
て
か
ら
の
発
言
は
教
師
に
言
わ
れ
る
よ
り
説
得
力
が
あ
る
だ
ろ
う
。
な
お
、
本
時
は
グ
ル
ー

プ
で
の
発
表
だ
っ
た
が
、
実
際
は
ク
ラ
ス
全
体
に
向
け
た
発
表
で
あ
る
こ
と
を
お
さ
え
さ
せ
る
。

　
　
〈
発
言
例
〉

　
　
　
「
大
き
く
口
を
動
か
し
た
ら
い
い
よ
。」「
つ
っ
か
え
る
と
こ
ろ
は
練
習
し
て
お
こ
う
。」

　
　
　
「
あ
ま
り
速
く
話
す
と
分
か
ら
な
い
よ
。」「
下
を
向
い
て
発
表
す
る
と
聞
こ
え
な
い
よ
。」

　
　
　
　
　

関　

早
口
言
葉
な
ど
を
唱
え
る
こ
と
を
楽
し
ん
で
い
る
。［
観
察
］

　
　
　
　
　

話
・
聞　

は
っ
き
り
し
た
発
音
で
話
し
て
い
る
。［
観
察
］

評
価
評
価

時
　

学
習
活
動

4
①
言
葉
カ
ー
ド
の
中
か
ら
好
き
な
も
の
を

選
び
、
練
習
す
る
。

　

・ 「
な
つ
や
す
み
ほ
う
こ
く
か
い
」
で

上
手
に
話
せ
る
た
め
に
発
音
練
習
を

す
る
こ
と
を
伝
え
る
。

②
グ
ル
ー
プ
に
な
っ
て
発
表
す
る
。

　

・ 

練
習
し
た
も
の
か
ら
一
つ
発
表
し
、

上
手
な
と
こ
ろ
を
伝
え
た
り
、
う
ま

く
言
え
な
い
と
こ
ろ
の
ア
ド
バ
イ
ス

を
も
ら
っ
た
り
す
る
。

③
友
達
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
、
も
う
一

度
練
習
す
る
。

④
「
ほ
う
こ
く
か
い
」
の
と
き
に
ど
ん
な

点
に
気
を
つ
け
て
話
せ
ば
よ
い
か
発
表

す
る
。

〈
あ
い
う
え
お
う
た
〉

あ
め
ん
ぼ 

あ
か
い
な 

あ
い
う
え
お

か
き
の
き 

く
り
の
き 

か
き
く
け
こ

さ
さ
げ
に 

す
を
か
け 

さ
し
す
せ
そ

た
ち
ま
し
ょ 

ラ
ッ
パ
で 

た
ち
つ
て
と

な
め
く
じ 

の
ろ
の
ろ 

な
に
ぬ
ね
の

は
と
ぽ
っ
ぽ 

ほ
ろ
ほ
ろ 

は
ひ
ふ
へ
ほ

ま
い
ま
い 

ね
じ
ま
き 

ま
み
む
め
も

や
き
ぐ
り 

ゆ
で
ぐ
り 

や
い
ゆ
え
よ

ら
ん
ら
ん 

る
ん
る
ん 

ら
り
る
れ
ろ

わ
い
わ
い 

わ
っ
し
ょ
い 

わ
い
う
え
を

12

１
年

２
年

３
年

４
年

５
年

６
年

は
っ
き
り　

は
な
そ
う

み
ん
な
に　

し
ら
せ
た
い　

こ
と

学
習
時
数
●
五
時
間
（
話
す
・
聞
く
五
）

目
標◎

夏
休
み
の
出
来
事
な
ど
を
友
達
に
知
ら
せ
、
ま
た
友
達
の
話
を
興

味
を
も
っ
て
聞
き
、
伝
え
合
い
の
楽
し
さ
を
知
る
。

身
に
つ
け
た
い
力

話
・
聞·········

み
ん
な
に
知
ら
せ
た
い
こ
と
を
選
び
、
話
の
順
序
を
考
え

な
が
ら
友
達
に
分
か
る
よ
う
に
話
す
。（
１
）
ア

話
・
聞·········

丁
寧
な
言
葉
を
使
っ
て
話
す
。（
１
）
イ

話
・
聞·········

友
達
の
ほ
う
を
見
て
、
み
ん
な
に
聞
こ
え
る
よ
う
に
は
っ

き
り
し
た
発
音
で
話
す
。（
１
）
ウ

話
・
聞·········

話
の
大
事
な
こ
と
を
落
と
さ
な
い
よ
う
に
興
味
を
も
っ
て

聞
く
。（
１
）
エ

指
導
計
画
例

　

第
１
時

　

第
2
〜

　
　

3
時

　

第
4
時

　

第
5
時

夏
休
み
に
し
た
こ
と
の
中
か
ら
み
ん
な
に
知
ら
せ
た
い
こ
と
を
選
び
、
話
す

準
備
を
す
る
。関　

お
話
会
に
興
味
を
も
ち
、
自
分
が
し
た
こ
と
を
話
す
こ
と
を
楽
し
み

に
し
て
い
る
。

知
ら
せ
る
出
来
事
と
内
容
を
考
え
る
。

関　

自
分
が
話
し
た
い
こ
と
を
進
ん
で
集
め
よ
う
と
し
て
い
る
。

話
・
聞　

話
し
た
い
こ
と
を
決
め
、「
初
め
・
中
・
終
わ
り
」
の
組
み
立

て
を
考
え
て
い
る
。

早
口
言
葉
な
ど
を
使
っ
て
楽
し
み
な
が
ら
声
を
出
す
練
習
を
す
る
。

関　

早
口
言
葉
な
ど
を
唱
え
る
こ
と
を
楽
し
ん
で
い
る
。

話
・
聞　

は
っ
き
り
し
た
発
音
で
話
し
て
い
る
。

「
な
つ
や
す
み
ほ
う
こ
く
か
い
」
を
開
く
。

関　

交
流
す
る
こ
と
を
楽
し
ん
で
い
る
。

話
・
聞　

友
達
の
ほ
う
を
見
て
、
は
っ
き
り
「
で
す
・
ま
す
」
調
で
話
し

て
い
る
。

話
・
聞　

質
問
を
し
た
り
感
想
を
言
っ
た
り
し
て
、
友
達
の
発
表
を
聞
い

て
い
る
。

B A


